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珊瑚雛（槇孝弘家蔵） 

 

 本品は、高知県珊瑚協同

組合理事、日本珊瑚共同組

合員で、日本における珊瑚

工芸の第一人者として後進

の育成に、また珊瑚工芸の

発展に努力されている前川

泰山師の作品「珊瑚雛」で

す。 

 男雛は８ｃｍと小振りで、

一般に言う「芥子［けし］雛」

に属する優雅で格調の高い

工芸品です。 

 

古今雛（竹谷義一家蔵） 

 

およそ２４０年前、江戸

の池之端の大槌屋が考案し

た古今雛が爆発的な人気を

博しました。古今雛の需要

が増え、さまざまな雛が誕

生していきます。女雛の容

姿は古風な生活様式の創作

から、右膝を立てた珍しい

内裏雛が生まれます。本品

はその特色を表した古今雛

で、天冠も初期様式がうか

がえ、瓔珞［ようらく］も美

しい。男雛は３１ｃｍで江

戸製のものです。 

 

五人囃子（富樫光義家蔵） 

 

江戸後期の作品で、小袖

は縫い取りの裂地［きれじ］

を用い、錦地の素袍［すほ

う］を着用しています。囃子

方の一部楽器が欠落してい

るのが残念ですが、これも

時代の推移によるもの。高

さは２１～２７ｃｍです。 

 

親王雛（升川修家蔵） 

 
この雛は古今雛に類する

ものですが、男雛は、雲立涌

［くもたちわく］に竜丸文

の衣冠、袴は紫白八藤文の

有職雛ですが、女雛は典型

的な古今雛です。従って、有

職雛と古今雛の組み合わせ

ということから「親王雛」の

呼称がふさわしいようです。

江戸後期の作。男雛は３６

ｃｍで京都製です。 

 

有職雛（河北町紅花資料館

蔵） 

 

９世紀に和風文化が定着

し、代表的な「源氏物語」や

「枕草子」の作品の中に「ひ

ひな」遊びが描かれていま

す。それが発達し「着換人

形」が生まれ、公家社会で

「雛遊び」がおこなわれま

した。江戸中期になると、京

都では公家の着用する衣装

は「有職故実［ゆうそくこじ

つ］」に規定されていました。

その有職を基調につくられ

たのが有職雛です。本品は、

その一つ「小直衣［このう

し］」を模したものです。男

雛は３０ｃｍ。 
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五人囃子（細谷家蔵） 

 

明和（１７６４～）のはじ

めに古今雛が生まれ、その

後、人形師玉山の考案によ

って五人囃子が制作されま

した。能楽の囃子方に主題

をおき、本品のようにあど

けない童顔に頭を表現し、

裃または素袍［すほう］を着

装。小袖は紅縮緬に縫を施

したものです。当時の雛壇

を一層華かに飾ったことで

しょう。添え雛として初め

て雛壇に登場したものが五

人囃子でした。高さは２０

～１８ｃｍ。 

 

随身（富樫光義家蔵） 

 

江戸後期になると、江戸

では五人囃子（能楽）が作ら

れ、京都では随身・衛士に

桜・橘が考案され今日の飾

り付けがなされたと言われ

ています。 

 本品は京都製の「随身」

で、時の近衛府の武官です。 

 高さは２８ｃｍと大振り

で、装束は錦地武官での闕

腋袍姿［けってきのほう］で

立派なものです。 

 

享保雛（安部新蔵家蔵） 

 
 寛永、元禄期が過ぎ、享保

（１７１６～）ころに流行

した雛が享保雛です。特色

としては、独創的な装束、大

型の雛（４０ｃｍ内外から

約１ｍまで）で、着地も金襴

または錦地を用いています。 

 本品は３５ｃｍと小振り

ですが、男雛の両袖が臂[ひ

じ]を張り、女雛の袴が膨ら

み、着地も享保期の品質と

思われ、華麗な容姿をして

います。 

 

次郎左衛門雛（槇孝弘家蔵） 

 

京都の人形師であった雛

屋次郎左衛門は、幕府の御

用達をつとめ、宝暦（１７５

０～）頃、江戸の日本橋に屋

敷を賜り、御用人形師とな

って人気を独占していまし

た。本品は、現代作家阿部肥

師が、天明のころの川柳に

「きめのいい団子に目鼻、

次郎左衛門」と詠まれた典

雅な容姿に引かれ、その個

性を基調に気品に満ちた表

情と特徴を表現して制作し

たものです。男雛は３３ｃ

ｍの束帯姿、女雛は十二単

を写した豪華な作品です。 

 

立雛（小林家蔵） 

 

紙雛に端を発し、凡そ３

２０年前に熨斗[のし]形の

工芸的な立雛が作られ、江

戸後期の１８００年代にな

ると赤地縮緬に松竹梅等の

縫い文様や押絵にしたもの

がみられるようになります。

本品は、天保（１８３０～）

頃のものと推察される作品

です。男雛は２６ｃｍ。 
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古今雛（細谷家蔵） 

 
次郎左衛門雛が江戸の武

家社会でもっぱら人気を集

めていた明和（１７６４～）

のころ、池之端の大槌屋の

発想によって、日本橋の原

舟月に雛の顔の原型を作ら

せ、売り出したのが古今雛

です。古今雛は、写実的な容

貌とその美しさから、たち

まち大流行となりました。

この手の雛が京都でも作ら

れるようになります。本品

は京都製の古今雛であり、

男雛は４４．５ｃｍで独特

な優美さがあります。 

 

次郎左衛門雛（工藤亮輔氏

蔵） 

 

「引目鉤鼻」の典雅な気品

に満ちた、王朝文化風の造

形をとりいれています。 

 作者の次郎左衛門は宝暦

１１年（１７６１年）に江戸

に下り、以後３０年間次郎

左衛門雛は享保雛に代わっ

て人気を集め、広く親しま

れました。 

 装束は、有職故実に基づ

いて仕立てられています。

男雛は３０ｃｍ。 


